
 

 

 

 

 

 

 

 

６回にわたる授業検討を経て、いよいよ１０月３１日（金）に、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が行われます。それぞれの先生が、子どもたちの実態をよく捉え、考えに考えを重ねたことを、当

日は実践をしてくださいます。そしてその実践を通して、北海道（札幌）が大切にしてきた研究を全道

全国の皆さんに発信していくことができます。お忙しい日々をお過ごしかと思いますが、全国大会が

成功裏に終わることができるよう、参加したり、エールを送ったりしながら、みんなで盛り上げていき

ましょう。

【授業者から】 
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研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

・「ジャンプグリア」の場 ・クリアでお宝収集できるミッションの設定 

研究の柱② 子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・ジャンプクリアタイム①（動きのポイントを全体で共有） 

研究の柱③ 子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・クリアチャンスタイム（グループ活動） ・ジャンプクリアタイム②（ペア活動） 

 

 

 

【写真】 

 

 

白楊小 檜田翔太先生 

 

【一次公開 第２学年 走・跳の運動遊び 「跳の運動遊び」】 

 「ジャンプグリア HAKUYO」という単元のもと、子どもたちが様々な

ジャンプを、体を動かしながら経験していくことを目指します！子ども

たちと一緒に楽しみます！ 

 

研究の柱① 子供の「～したい」を生む教材づくり 

・学びのゴールである「３の２ダンスパーティ」の設定   ・「SPD」を目指す意識付け 

研究の柱② 子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

・「おためしタイム」の位置付け  ・課題の選択と課題の見える化 

研究の柱③ 子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

・SPDインタビューによる伝え合い  ・「動画みタイム」の保障 

 

【写真】 

 

 

白楊小 西村勇吾先生 

 

【二次公開 第３学年 表現運動 「リズムダンス」】 
 

 「３の２ダンスパーティ」に向かって、SPD（すてきなパーティダンサ

ー）を目指すリズムダンスに進んで取り組み、リズムに乗って全身では

ずんで踊る姿を引き出していきます。 


